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経 緯（コハクチョウ）

１１月 ７日（月） ○島根県美保関町の七類港の船揚場で、コハクチョウの死
体を発見・回収

○島根県松江家畜保健衛生所で簡易検査の結果、インフル
エンザウイルスＡ型の感染は、陰性

○国立環境研究所に試料（スワブ）送付
※コハクチョウ：リスク種１、感受性の高い種に該当

１１月 １０日（木） ○国立環境研究所での遺伝子検査の結果、インフルエンザ
ウイルスＡ型について陽性と判明の旨、島根県から連絡

○検体は確定検査のため鳥取大学に移送
※検査結果判明まで数日から１週間程度かかる見込み

○環境省が発生地から１０ｋｍ圏内を野鳥監視重点区域に
指定



発生地から１０ｋｍの警戒区域

10ｋｍ圏内（野鳥監視重点区域）

3ｋｍ圏内

11月7日島根県松江市美保関町で発見された
コハクチョウに係る区域



野鳥におけるサーベイランス（調査）の概要



鳥インフルエンザに対し、感染リスクの高い種



現在の対応（野鳥監視の状況）

１１月１１日（金） 境水道及び港湾付近で監視活動を実施



現在の対応（調査機材の調達状況）

・死亡野鳥等調査に必要な関連資材については、総合事務所に配備済み。



平成２３年１１月１１日（金）平成２３年１１月１１日（金）

県下８４養鶏場県下８４養鶏場 電話確認調査電話確認調査

８４／８４農場で異状なないことを確認済８４／８４農場で異状なないことを確認済
（１農場ついては引き続確認中）（１農場ついては引き続確認中）

平成２３年１１月１０日（木）平成２３年１１月１０日（木）

立入検査（西部家保：家畜防疫員）立入検査（西部家保：家畜防疫員）
半径半径10km10km内に入る養鶏場：異常なし内に入る養鶏場：異常なし

電話での確認電話での確認
半径半径10km10km外の米子市１農場：異状なし外の米子市１農場：異状なし



県内サーベイランスの状況県内サーベイランスの状況県内サーベイランスの状況

HH２３２３..８～８～ 陰性確認済陰性確認済

毎月９農場毎月９農場((定点モニタリング定点モニタリング))

ウイルス分離・抗体検査ウイルス分離・抗体検査

指定農場２５農場指定農場２５農場((強化モニタリング強化モニタリング))

抗体検査抗体検査



備蓄資材一覧 （２万羽規模の発生を想定した備蓄量）

品名 規格

発生時に発注等が必要なその他の物品等

（リース等）

防疫服 ﾀｲﾍﾞｯｸｽｿﾌﾄｳｪｱⅢ型 ・殺処分用炭酸ガスボンベ

マスク N95排気弁付 20枚/箱 ・コンテナハウス、仮設トイレ

ゴム手袋(ｲﾝﾅｰ) ・発電機、屋外照明器具

ゴム手袋(ｱｳﾀｰ) ・テント、いす、テーブル

ゴーグル 2237Rｺﾞｰｸﾞﾙ ・コーン、ポール、誘導棒

長靴

軍手 フリーサイズ （購入等）

雨合羽上下ｾｯﾄ ・竹ぼうき、バケツ、ペール缶等

消石灰 20kg ・灯油、ガソリン、ポリタンク、燃料缶等

鶏焼却用ペール缶 ｻﾝﾍﾟｰﾙK＃50 ・動員者用飲料水、食料

フレコンバッグ ・筆記用具、看板、紙コップ等

ブルーシート 10m×10m

鶏焼却用段ボール 455×315×280

荷造りロープ FR-2130 (300m)

荷崩れ防止ﾌｨﾙﾑ 0.5m×300m

ガムテープ

カッターナイフ

鶏焼却用ポリ袋 90ﾘｯﾄﾙ半透明10枚入り

保定ロープ ｴｽﾊﾟﾛｰﾌﾟ10mm (200m)

動力噴霧器 タンク含む

車両消毒マット

ボンベ用ホーン

初動分備蓄確保初動分備蓄確保初動分備蓄確保



今後の対応（案）

１ 野鳥について
・監視重点区域に応じた調査の実施

２ 家きんについて

３ 県民へのお知らせ
○野鳥との接し方について
○死亡個体等の情報提供の依頼
○通報窓口の周知


